
NPO法人企業教育研究会

千葉大学教育学部の教員・学生，学校

現場の教員が中心となり設立。

授業づくりの専門性を生かし，様々な

分野の企業と連携しながらキャリア教

育，食育，理科教育，情報モラル教育

などの授業を実施。

理事長 藤川大祐（千葉大学教育学部教授）

副理事長 塩田真吾（静岡大学教育学部准教授）

事務局長 市野敬介（常勤職員・長岡造形大学非常勤講師）
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※一部（現在実施中のプロジェクトのみ）

読売新聞社，日本マクドナルド，日本ハム，ソニー・コンピュータエンタテインメント，日本IBM，

ソフトバンクモバイル，ソニーモバイルコミュニケーションズ，ソニー・ミュージックエンタテインメント，

ソニー，サッポロビール，ブリヂストン，KDDI，カルビー，ロッテ，ノバルティスファーマ，カプコン，

カネボウ化粧品，千葉県魅力ある建設事業推進協議会（CCIちば） 他

※過去の連携企業、団体（～2015年度）

企業とつくる授業



“成長の好循環”

○職業観
○社会人基礎力
キャリア教育や、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型授業、ｲﾝﾀｰﾝ
ｼｯﾌﾟ等の実践的な教育を体験することに
より、社会生活の基本となる職業意識の
養成や、社会人基礎力の育成を行う。

○基礎学力
○専門知識
学校教育の各成長段階に応じて、基礎
学力や専門知識を習得。

家庭/地域社会

初等・中等教育

高等教育

企業に入社し、活躍

＜知識教育＞
＜キャリア教育＞

実践への活用

「学ぶ意欲」の高まり

キャリア教育と知識教育



「建設業」× 「流れる水のはたらき」
「建設業」× 「開発につくした人々」

－千葉県の治水に取り組む人を題材に－

テーマ

江戸時代から印旛沼の水害と闘ってきた歴史を振り返る。

豪雨や地震で崩れる川岸を護る建設業の仕事を紹介する。

流水実験の映像を使い、浸食作用を観察する。

キャリア教育の視点から関係者が工事について解説。

災害時に活躍した建設業の役割を紹介する。





授業実施校一覧
2013年度

2014年3月5日 八千代市立萱田小学校 4年生

2014年3月18日 千葉大学教育学部附属小学校 5年生 2校

2014年度

2014年10月24日 千葉市立真砂西小学校 3～6年生

2014年11月14日 佐倉市立臼井南中学校 1年生

2014年11月19日 四街道市立四街道中学校 1年生

2014年11月25日 大網白里町立増穂北小学校 5～6年生

2014年11月27日 習志野市立大久保小学校 4年生

2014年1月15日 我孫子市立湖北台東小学校 4年生

2014年2月13日 市原市立千種中学校 1年生 7校



授業実施校一覧
2015年度

2015年10月30日 我孫子市立湖北小学校 6年生

2015年11月6日 八千代市立大和田西小学校 4年生

2015年11月9日 松戸市立馬橋北小学校 6年生

2015年11月13日 四街道市立四街道中学校 1年生

2015年11月16日 千葉市立土気小学校 4年生

2015年11月17日 東金市立福岡小学校 6年生

2015年11月21日 浦安市立日の出小学校 4年生

2015年11月24日 柏市立風早北部小学校 6年生

2015年11月30日 流山市立長崎小学校 4年生

2016年01月13日 木更津市立畑沢小学校 6年生

2016年01月14日 千葉市立弥生小学校 4年生

2016年01月18日 船橋市立三咲小学校 4年生

2016年01月20日 柏市立手賀西小学校 4年生

2015年01月20日 松戸市立牧野原小学校 6年生 14校



授業実施校の募集

受付方法

NPO法人企業教育研究会Webページ・FAXで受付

（7～8月にすべての小学校・中学校に報告書と申込み用紙を郵送）

授業の進行

・NPO法人企業教育研究会のスタッフが授業の進行役（司会）を務めます。

企業の方には、ゲスト講師として解説をしていただきます。

・授業の時間は小学校は45分、中学校は50分が基本的な長さです。

複数の学級で授業を行う場合は、同じ日に複数回の授業を実施。

・初めて参加するゲスト講師とは、授業の進め方や、

お話いただく内容について、事前に打ち合わせを実施。



周知活動
メディア掲載

・新聞の記事掲載（毎回）

・千葉テレビやケーブルテレビのニュース放映

・授業内容についてまとめたWebサイトを作成

報告書作成

・2013年度、2014年度と同様に、活動報告書を制作予定。（2016年4月完成）

・授業内容、実施校・ゲスト講師一覧、授業風景の写真を掲載。

・1,500冊作成、千葉県内の全ての小学校・中学校に配布。

（来年度の実施校募集に合わせて配布することを想定しています）



企業・産業界

地域人材

教職員 児童・生徒等

保護者
まち・地域社会

ＮＰＯ・
ボランティア組織

学校

「地域資源」の活用



・記者とNPOスタッフ（大学生）が進行

・1時間目はインタビューのコツ、記事を書くコツ、見出しをつける
コツなどを学習する（仕事紹介、実演含む）

・2時間目は実際に体験して、記者がコメントする

◎記者の仕事、スキルを教える

◎メモを取る手元や、記事を作成する様子を投影して見せる



・ゲームキャラクターの動作プログラムに関数が使われている

・授業用に開発したFLASH教材で実演、ゲーム感覚で演習

◎教科の学習内容と職業とをつないで学習意欲向上をねらう

◎児童・生徒がつまづきやすい単元で導入する

ゲームと数学の意外な関係



ちば地域コンソーシアムの活動

ちば地域コンソーシアム実行委員長
(ＮＰＯ法人企業教育研究会 事務局長)

市野 敬介
http://ace-npo.org/consortium/

千葉県



ちば地域コンソーシアム

千葉県青少年を取り巻く有害環境対策推進協議会

千葉県内の行政機関、警察、民間企業、
教育委員会、教育関連NPO、有識者で組織

→26機関が参加

平成19年から事業を行い、今年で9年目。
（NPO法人企業教育研究会は、平成23年から事務局担当）





ちば地域コンソーシアム 事業内容

（１）実行委員会の開催
（２）ケータイ・インターネット安全教室

講師紹介
（３）指導者養成講座
（４）見本市の開催
（５）生活リズム改善プログラムの開発



問題意識と千葉県の立地条件（2014年頃まで）

講座は警察や行政、大手携帯キャリア中心

危険性中心の講座内容と、所持率の乖離

東京都心の企業からのアクセスの良さ

↓

啓発講座の講師派遣の選択肢を増やしたい



講師派遣の選択肢を増やす活動

講師派遣の要請をとりまとめて、
派遣する講師を決定する。

学校やPTAの開催責任者と事務局が要望を
確認して、各企業に講師派遣を依頼する。

Webサイトや、「ケータイ・インターネット安全
教室 見本市」で、各企業などが啓発プログラ
ムを紹介



成果として考えられるもの

派遣される講師や
講座内容の選択肢が増えた

2年目以降は学校が自ら企業にアクセス



最近の問題意識 （2015年度）

国の予算に依存しない体制づくりが求められる

情報モラルの講師派遣は要望が非常に多い

↓

学校・PTAが講師に謝金・交通費を
支払う文化へ

講座の満足度を高めて対価に見合う内容へ



指導者養成講座

「グッドネットチャンネル」の生放送を視聴して、
その後、議論を行う内容で講座を実施。

講師として活躍する人が、最新の情報を得て、
学校・地域などで講座を行えるようにする。



「携帯型音楽プレーヤーでWi-Fi接続する」
小学生のFlashアニメーションをもとに、
睡眠不足の悪影響について教える

↓
指導案や教材はWebサイトで公開中
http://ace-npo.org/consortium/

生活リズム改善プログラム






